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序 文

平成10年4月1日より、大阪大学の杉井健さんを助教授に迎え、考古学研究室の研

究教育体制をやっと整えることができた。有為な人材を社会に送り続けることが強く求

められる昨今の一般状況のもと、考古学の実習教育を通して社会的トレーニングを実践

する上で待ち望まれたことであった。

こうした新しい出発に際し、 「琉球列島における初期国家の形成」をテーマに掲げ、

奄美大島用遺跡での過去3ヶ年の調査成果を生かすために実習調査地を沖縄に求めたが、

幸いに沖縄県内の研究者や沖縄県文化課、伊江村教育委員会各位の御配慮により伊江島

のナガラ原東貝塚を調査することができた。調査の結果奄美用遺跡とほぼ同時期の保存

良好な貝塚であることがわかり、比較検討の資料としては申し分ないだけでなく、 イネ

の出土が確認されたことで、いっそう今後の調査研究が楽しみとなった。

阿蘇における旧石器文化遺跡の調査は、熊本大学埋蔵文化財調査室の小畑・大坪両氏

の協力を得て行われ、台形石器段階の貴重な遺跡を調査することができた。考古学に進

級する学生が増加したことで、南島と阿蘇、旧石器と古墳時代並行期という全く異なっ

た性格の遺跡を全員が手がけることは出来なかったが、一部にしる両方の発掘に参加し

た学生にとっては、極めて有意義な経験をしたことになる。今時点ではその意味が分か

らなくても、今後の多様な生き方の中でそうした経験はきっと生かされるものであり、

機会があれば積極的に多くの発掘調査に加わることが大切である。

今年度は九州考古学会と韓国嶺南考古学会の合同学会が熊本で開催され、研究室挙げ

ての取り組みであったために、この報告書を作成するに当たっては時間的余裕が少なかっ

たのはやむをえないことであったが、ナガラ原東貝塚は藤江望が、阿蘇西原F地点は藤

木聡が担当し、上手に纏め上げた。

ナガラ原東貝塚の調査では松本幡郎、西中川駿、黒住耐二、樋泉岳二、高宮広士、

MarkHudson各氏にお世話になり、黒住、樋泉、高宮、Hudson各氏からは報文を頂戴

しました。ここで深くお礼申し上げます。またこの報告書には「肥後における古墳の調

査3」として熊本県球磨郡鬼の釜古墳、天草の古墳の実測調査報告も掲載することがで

きた。執筆された古城史雄、藏冨士寛両氏に謝意を申したい。

1999年1月31日
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例 言

○本編は熊本大学文学部考古学研究室による沖縄県国頭郡伊江村判II平1061-l･1062-1･1071-1番地所在のナガラ原東貝塚の発掘訓壷

報告である。

○発掘は実習調張として研究室が起案し、沖繩県教育庁文化課・伊棚:村教育委員会の協力を得て実施きれた。

○調森は1998年7月51:lから19Hまでの15I;l llll実施した。

○レーダー探査・泄筑探恋の報告については筑波大学MarkHudSon先生にお願いした。

○脊椎動物、軟体動物、械物避存体の鑑定、分析については、順に早稲、大学樋鼎舟二、千蕊県立中央博物館照住耐二、札幌大学渕

樹広土の各先生にお願いした。

○禰材の鑑定は元熊本大学理学部松本幡郎先生にお願いした。

○中川毅人担当の細り･の鑑定指導は蝿児脚大学農学部西中川駿先生、同蓮沼浩氏にお願いした。

○本i!Fの編集は隙江離がおこない、執縦分担については執縦者柏を各文末に記した。

○i卿盗参加者・整理作業者は以下の通I)である。

甲元興之木下尚子杉井健（以上教営）

藤江望藤木聡村崎孝弘（以上大学院l年次生）

松鵬木綿子（調従当I聯） 山崎常美（以上研究生）

荷川まどか紺方制I子鍛治其理子心|:菜泳子新里尭人柵永明子中川毅人

賜場達也古野京子羅崎麻帆村上鱗Iﾘl 山口大介（以上学部3年次生）

荒木隆宏河合軍行木村龍生京極雌子熊本茂仁商檎久美竹中克繁橋口剛士

松根恭子丸山愛劉耶（以上学部2年次生）
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